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北海道南部 江差町の桐材を活用した防風林の
生物多様性保全機能の普及 ･啓発の取り組み①

1　防風林の管理が育む多様な生き物

2　チョウの標本を活用した生物多様性の普及啓発

イラスト制作：Design Bouquet

生物多様性の指標となるチョウの標本を活用し、防風林の機能について普及活動をしています。チョ

ウの標本作製には、展翅板（てんしばん）という桐製（きりせい）の木工品が必要です。

最新の研究で、防風林の管理が、絶滅危惧種のチョウや花を含む多くの野生生物のすみかを守り、生

物多様性保全に寄与していることがわかりました。

本取り組み②については、最終ページをご覧ください。
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